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山中 佳 子議員

小

‘
中
学
生

の
登
下
校

の
安
全
性

の
確
保
は
図
ら

れ
て
い
ま
す
で
し
よ
う
か
。

ま
た
、
高
齢
者
を
交
通
事
故
や

振
り
込
め
詐
欺
、
火
事

・
水
書
か

ら
守
る
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
組
織

の
必

要
性
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

児
童

・
生
徒
の
通
学
時
の

安
全

・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
、
こ
ど
も

一
一
〇
番
の
家
を
３０９
ケ

所
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と

に
こ
れ
ま
で
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
市
内
各
地
域

で
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
見
守
り
隊
３６
団
体
７０５
人
の
方

に
献
身
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
見
守

り
隊
の
組
織
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
役
割
の
重
要
性
を
お
伝
え
し

な
が
ら
組
織
の
維
持
拡
大
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者

の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

は
、
地
域
見
守
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

強
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

県

・
市

・
町

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
福
祉
事
業

者
等
の
協
働
に
よ
る
見
守
り
活
動
チ
ー

ム
の
人
材
育
成
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
日
常
的
な
支
え
合
い
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
１

千
２９５
万
６
千
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
女

性
も
男
性
も
、
高
齢
者
も

）

若
者
も
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自

分

の
意
思
と
責
任

で
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会
で
す
。

こ
の
基
本
理
念
や
枠
組
み
を
、
条

例
を
制
定
し
盛
り
込
み
示
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
よ
う
か
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

は
、
県
内

で
６
つ
の
市

で
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
美
祢
市
と
し
て

は
よ
り
実
効
性
の
あ
る
男
女
共
同
参
画

）

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
関
係
条
例
制
定
の
必
要
性

を
真
摯
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
の
促
進
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
人
口
流
出
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
と
も
に
住
み
よ
い
街
づ

く
り
を
実
現
す
る
市
政
運
営
を
行

っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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あき お

彰夫議員

美
祢
市
の
地
下
資
源
の

鉱
産
税
は
、
美
祢

工
業
高

校

の
建
設
、
大
嶺
高
校

の
誘
致
な

ど
、
美
祢
市
の
重
要
な
役
割
を
担

っ

て
き
ま
し
た
。

炭
鉱
跡
地

で
あ
る
奥
分
地
区
の

環
境
整
備
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

と

ら

え
、

山
陽
無
煙
炭
鉱
業
所
の
閉

山
を
全
市
的
な
問
題
と
し
て

企
業
誘
致
、
来
福
台
の
分
譲

で
人

口
定
住
策
、
美
祢
西
イ

ン
タ
ー

チ
エ
ン
ジ
の
整
備
等
地
域
振
興
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

奥
分
地
区
で
は
、
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
新
築
、
麦
川
小
学
校
の
改
築

・
屋

内
運
動
場
改
築
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
新
築
、
荒
川
線
の
改
良
事
業
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
号
の
運
行
、
公
共
下
水
道
の

整
備
等
に
も
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

懸
案
事
項
の
臭
気
対
策
に

つ
い
て

は
、
山
大
大
学
院
理
工
学
研
究
科
で
臭

気
の
原
因
、
水
質
調
査
、
大
気
環
境
調

査
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

農
家
が
安
定
し
て
農
産

物
を
作
り
、
市
場
に
出
荷
、

食
材
製
品
に
加
工
し
て
い
く
な
ど
、

農
産
物
の
生
産
向
上
と
積
極
的
活
用

の
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や

集
落
営
農
法
人
で
効
率
的
な

生
産
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

直
売
所
や
虹
工
房
、
美
祢
農
林
開
発

株
式
会
社
で
加
工
に
よ
る
消
費
や
、
学

校
給
食
の
食
材
供
給
な
ど
で
、
農
産
物

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
考
え
て
い
き
ま
す
。

‐６５
億
円
に
近
い

一
般
会

計
予
算

で
す
が
、
公
共
事

業

の
競
争

入
札
制
度

の
あ
り
方
、

指
名
審
査
会
で
の
業
者
の
選
定
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
適
正
か

つ

公
平
公
正
に
行
わ
れ

て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

美
祢
市
建
設
工
事
等
指
名

審
査
会
要
綱
に
よ
り
、
公
正

か
つ
優
良
な
業
者
を
選
定
し
、
適
切
な

執
行
を
確
保
す
る
た
め
指
名
審
査
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

主
管
課
か
ら
資
料
と
内
容
の
説
明
を

受
け
た
上
で
業
者
の
等
級
、
地
域
性
、

資
格
等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

の
現
状

と
課
題
に

つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

美
祢
警
察
署
、
交
通
関
係

機
関

・
団
体
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
街
頭
指
導
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
啓
蒙
活
動
や
普
及
の
徹
底
、
道
路
環

境
整
備
、
交
通
死
亡
事
故
の
撲
滅
等
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

め
□
筋南

(日本共産党)

２
．
地
元
農
産
物
の
生
産

向
上
と
積
極
的
活
用
の
対

策
に
つ
い
て

３
．
公
共
事
業
の
競
争
入

札
制
度
の
指
名
審
査
会
と

地
方
白
治
法
に
つ
い
て

山陽無煙炭鉱白岩社宅跡地


